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町の木 町の花

ぶな あやめ

安心・安全の一翼を担って
江府町女性消防隊
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議会運営委員
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正・副議長、各常任　  委員
及び  議会運営　  委員決まる

正・副議長、各常任　  委員
及び  議会運営　  委員決まる

議
長
に 

長
岡
邦
一
議
員

を�

  

副
議
長
に
池
田
成
弘 

議
員

を
選
ぶ

議
長
に 

長
岡
邦
一
議
員

を�

  

副
議
長
に
池
田
成
弘 

議
員

を
選
ぶ

　
改
選
後
（
四
議
席
減
）
の
初
議
会
が
七
月
八
日
に
招
集
さ
れ
、

十
名
が
仮
議
席
に
着
い
た
。

　
年
長
の
日
野
尾
優
議
員
が
臨
時
議
長
と
な
り
、
議
長
選
挙
を

行
な
い
、
議
長
に
長
岡
邦
一
議
員
（
四
期
目
）
を
選
任
し
た
。

引
き
続
き
副
議
長
選
挙
を
行
な
い
、
池
田
成
弘
議
員
（
二
期
目
）

を
選
任
し
た
。

　
各
常
任
委
員
会
委
員
は
、
議
長
の
指
名
に
よ
り
決
定
後
、
委

員
の
互
選
に
よ
り
正
副
委
員
長
を
決
定
し
た
。

副議長　池田成弘 議長　長岡邦一

常任委員会委員構成常任委員会委員構成

総
務
経
済

　総務課・財務・産業経済・土木及び環境整備に関する事務の調査及び議案、
　請願、陳情等の審査を掌る。
　他の常任委員会の所管に属しない事項を掌る。

教
育
民
生

　教育社会及び福祉保健に関する事務の調査並びに議案、請願、陳情
　等の審査を掌る。

議会運営委員

川端　雄勇 池田　成弘

議会運営委員長

委員長
川上　富夫

副委員長
越峠恵美子 田中　幹啓 長岡　邦一 上原　二郎

議会運営委員 議会運営副委員長

代表監査委員の生田政美さんと共に今後、活躍を期待します。

議員のうちから監査委員に田中幹啓議員が選任された



江府町議会だより （４）平成17年７月22日発行第130号

一　般　会　計

40億2,229万7千円に40億2,229万7千円に40億2,229万7千円に

　
平
成
17
年
６
月
定
例
議
会

は
、
５
月
31
日
に
召
集
さ
れ
、

会
期
を
１
日
間
と
定
め
て
開

か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
に
は
、
条

例
の
制
定
、
改
正
が
６
件
、

平
成
17
年
度
補
正
予
算
関
係

９
件
な
ど
18
議
案
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
慎
重
に

審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

�

　※
江
府
町
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
の
手
続
き
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　
民
間
に
公
の
施
設
の
管
理

を
行
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、

経
費
の
節
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
指
定
管
理
者
の

指
定
の
手
続
き
に
関
し
て
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

�

※
江
府
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
平
成
17
年
３
月
31
日
専
決

処
分
）

　
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
、
同
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等

に
関
す
る
政
令
等
が
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
準
拠
し
、
所
要

の
改
正
を
す
る
も
の
。

町
民
税
で
は

・
年
齢
が
65
歳
以
上
の
者
の

非
課
税
措
置
の
段
階
的
廃
止

・
肉
用
牛
売
却
に
よ
る
課
税

特
例
の
適
用
期
間
延
長

・
特
定
管
理
株
が
価
値
を
失

っ
た
場
合
に
お
け
る
課
税
特

例
の
適
用
規
定
の
設
置

固
定
資
産
税
で
は

・
被
災
住
宅
用
地
の
課
税
標

準
の
適
用
に
避
難
指
示
等
に

係
る
規
定
を
設
置

・
阪
神
・
淡
路
大
地
震
に
係

る
特
例
措
置
の
範
囲
を
限
定

し
た
う
え
で
、
適
用
期
間
を

延
長

特
別
土
地
保
有
税
で
は

・
徴
収
猶
予
期
間
の
設
定

・
非
課
税
範
囲
の
拡
大
等
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
。

�

※
江
府
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
保
険
税
医
療
分
で
は

・
一
人
当
た
り
を
前
年
並
み

と
し
た
場
合
に
お
け
る
所
得

割
額
の
按
分
率
並
び
に
被
保

険
者
均
等
割
額
を
引
上
げ
、

資
産
割
額
の
按
分
率
を
引
下

げ
る
。

　
保
険
税
介
護
分
で
は

・
所
得
割
額
並
び
に
資
産
割

額
の
按
分
率
及
び
被
保
険
者

均
等
割
額
を
引
上
げ
、
世
帯

別
平
等
割
額
を
引
下
げ
る
。

こ
と
に
つ
い
て
改
正
を
す
る

も
の
。

※
江
府
町
農
業
集
落
排
処
理

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　
農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ

り
、
完
成
し
た
御
机
地
区
を

施
設
と
し
て
追
加
す
る
も
の
。

※
江
府
町
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
処
理
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
に
よ
り
、
完
成
し
た

柿
原
地
区
を
処
理
区
域
と
し

て
追
加
す
る
も
の
。

�

（
再
任
）

　
　
小
椋
和
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
下
蚊
屋
）

　
任
期
は
、
平
成
17
年
７
月

９
日
〜
平
成
21
年
７
月
８
日

ご
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

条
例
関
係
の�

　
　
　
主
な
も
の

教
育
委
員
の
任
命
に�

つ
い
て
同
意

（4,297千円を追加）

補　正　後

6月定例議会



一 　 般 　 質 　 問

答

問 助役の任命はどのよう
に考えておられるのか

助役は必要だと考え
ております

町
政
の
方
向
に
つ
い
て

教
育
行
政
に
つ
い
て

田中幹啓
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▼
「
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
意
見
書
」
採
択
を

求
め
る
陳
情
書

▼
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者

等
の
均
等
待
遇
実
現
を
求
め

る
意
見
書
」
採
択
を
求
め
る

陳
情
書

▼
「
骨
太
方
針
２
０
０
５
」

に
お
い
て
住
民
本
位
の
地
方

財
政
確
立
に
向
け
た
意
見
書

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

▼
「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
解

決
に
向
け
た
協
議
の
開
始
を

求
め
る
意
見
書
」
の
」
提
出

を
求
め
る
陳
情
書

陳
情
の
結
果

継
続
調
査
と�

　
　
　
し
ま
し
た

今
後
の
活
用
は

問答
有
効
財
源
の
模
索

　
現
在
、
多
く
の
み
な
さ
ん

が
町
民
の
方
々
と
対
話
活
動

を
続
け
て
お
ら
れ
る
が
、
町

民
の
人
達
か
ら
助
役
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
か
と
よ
く
聞

か
れ
る
と
思
う
。
町
民
は
現

在
の
状
況
を
心
配
し
て
お
ら

れ
る
。
日
野
町
は
県
の
吉
留

課
長
が
助
役
と
し
て
就
任
さ

れ
、
評
価
も
高
い
よ
う
で
あ

る
。
私
は
昨
年
九
月
町
長
に

意
見
を
求
め
ら
れ
た
時
、
財

政
の
判
る
人
材
、
県
に
要
請

さ
れ
た
ら
ど
う
か
と
考
え
を

申
し
上
げ
た
が
、
五
月
の
段

階
で
も
だ
れ
も
就
任
し
て
お

ら
れ
ず
異
常
な
状
態
で
あ
る
。

四
月
の
町
報
で
は
議
会
の
折

り
合
い
が
つ
か
な
い
こ
と
が

原
因
で
あ
る
よ
う
な
報
告
で

あ
る
が
、
一
日
も
早
く
助
役

を
任
命
す
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
町
長
の
具
体
的
か
つ
明

確
な
考
え
を
伺
う
。

町
長
答
弁

　
本
町
に
お
い
て
は
助
役
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
推
進
、
と
も
に
施
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
き
ち
ん
と
決
断
を
し

た
い
。

　
時
期
に
つ
い
て
は
来
年
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
選
挙
が

終
わ
り
、
秋
に
は
は
っ
き
り

し
た
い
と
思
う
。

�

（
問
）
　
少
子

化
の
中
で
本
校
、

分
校
、
学
校
教

育
を
ど
う
す
る

考
え
な
の
か
。�

　
当
面
米
原
分

校
、
下
蚊
屋
分

校
を
ど
の
よ
う

に
す
る
考
え
か

伺
う
。

町
長
答
弁

　
こ
の
施
設
の
、
有
効
活
用

を
考
え
な
が
ら
、
地
元
の
皆

様
の
理
解
を
得
た
い
。
都
市

と
農
村
の
交
流
と
い
う
部
分

に
使
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
改
修
に
は
相
当
な
費
用

が
要
る
の
で
長
期
将
来
計
画

の
中
で
、
や
は
り
有
効
財
源

を
模
索
し
た
い
。

米原分校
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あ

と

が

き

（６）

　
こ
の
度
の
議
会
議
員
の
改

選
に
よ
り
、
議
会
だ
よ
り
の

編
集
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
異
常
気
象
で
、
前

半
の
梅
雨
は
雨
が
少
な
く
水

不
足
で
し
た
が
、
後
半
は
雨

が
多
く
災
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
町
に
は
災

害
が
な
い
よ
う
に
祈
り
た
い

で
す
。

　
国
会
で
は
郵
政
民
営
化
の

問
題
で
、
舞
台
が
参
議
院
に

移
り
、
大
結
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。
我
々
中
山
間
地
の
町

は
、
ど
ち
ら
が
よ
い
の
や
ら
。

　
議
会
だ
よ
り
の
早
期
発
行

の
た
め
、
編
集
委
員
一
同
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
意
見
ご
要
望
を
お
聞
か
せ

下
さ
れ
ば
幸
せ
で
す
。

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会�

　
委

員

長
　
池
田
成
弘

　
副
委
員
長
　
川
上
富
夫

　
　
　
委
員
　
田
中
幹
啓

　
　
　
委
員
　
日
野
尾
優

　
　
　
委
員
　
長
岡
邦
一

　
こ
の
度
不
肖
私
く
し
、
議
会
議
員
各
位
の
御
推
挙
を
賜
り
、
副
議
長
の
席
を
汚

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
身
に
余
る
光
栄
と
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
私
は
議
会
経
験
も
浅
く
、
そ
の
う
え
浅
学
非
才
で
そ
の
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
御
推
挙
を
受
け
た
以
上
、
議
員
の
皆
様
を
始
め
多
く
の

方
々
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
職
責
を
ま
っ
と
う
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
厳
し
い
財
政
の
中
で
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
が
進
む
我
が
町
で
あ
り
ま
す
が
、

町
民
の
し
あ
わ
せ
を
大
前
提
に
、
夢
と
希
望
を
も
て
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
又
多
く
の
皆
様
の
お
声
を
聞
き
な
が
ら
、
一
つ
一
つ
着
実
に
議
会
運
営
に
反
映

し
て
い
く
覚
悟
で
す
の
で
、
ご
支
援
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
不
肖
私
く
し
、
７
月
８
日
改
選
後
の
初
議
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
の
皆

様
よ
り
ご
支
持
を
い
た
だ
き
議
長
と
い
う
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
身
に
余
る
光
栄
に
思
い
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
議
員
生
活
も
浅
く
、
ま
た
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
じ
め
に
一

生
懸
命
努
め
て
行
く
覚
悟
で
す
。

　
議
会
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
運
営
委
員
会
の
意
見
を
尊
重
し
な
が
ら
中

立
公
平
、
公
正
無
私
に
徹
し
、
議
会
が
円
満
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
誠
心
誠
意
努
力

す
る
所
存
で
す
。

　
私
た
ち
議
会
と
し
ま
し
て
は
、
執
行
機
関
と
い
た
ず
ら
に
摩
擦
を
起
こ
す
こ
と

は
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
か
と
い
っ
て
、
安
易
な
妥
協
も
許
さ
れ
る
も

の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
化
す
る
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ
う
執
行
機
関
と

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
本
町
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
め
ざ
し
、
職
責
を
全

う
す
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
て
議
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副議長　池田　成弘 議長　長岡　邦一

就任のごあいさつ就任のごあいさつ就任のごあいさつ


